
学章（シンボルマーク）について

大きな円は、地球を表し、小さな円は、昇りゆく陽の光が世の中を
照らす光となって、きらきら輝くイメージを表しています。

この光を両手で支えているのは、大学の教育目的である人間愛に
導かれた「福祉の心」を象徴したものです。

汐風祭
全日本女子学生剣道優勝大会報告
教育懇談会
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結
果
報
告

平成21年度

第4回
関西福祉大学
公開講演会のお知らせ
　　　　主催：関西福祉大学
　　　　共催：関西福祉大学教育後援会

演　　題： 「 スポーツと健康
 　～家庭で出来る簡単健康法～ 」

開催日時： 平成22年 2月25日（木）
 14：00～（90分程度） 
開催場所： 学内大教室（A100）

講　　師： 三屋　裕子氏
現スポーツプロデューサー／
筑波スポーツ科学研究所副所長
（元バレーボール日本代表選手）

筑波大学大学院修士課程コーチ学専攻終了。中学校
の頃よりバレーボールを始め、八王子実践高校、筑波
大学、日立で中心選手として活躍。全日本代表ではロ
サンゼルス五輪で銅メダルを獲得。その後、かねてか
らの希望であった教職の道に転身。全国各地でのバ
レーボール教室、講演会のほか、テレビ、ラジオなど
幅広く活動、財団法人日本バレーボール協会理事や社
団法人日本プロサッカーリーグ理事、福井ふるさと大
使などもつとめる。
ＴＢＳ「朝ズバッ！」にレギュラー出演中。

1984年 ロサンゼルスオリンピック　銅メダル獲得
1992年 筑波大学大学院入学
1998年 筑波スポーツ科学研究所　副所長
 （社）日本プロサッカーリーグ
 （Jリーグ）理事
2000年 健康日本21推進フォーラム　理事
2003年 国税審議会委員
2007年 財団法人　日本バレーボール協会　理事
2008年 三屋スポーツラボ　「健康寺子屋」開始

略　歴

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

去
る
11
月
８
日
（
日
）、
愛
知
県
春
日
井
市
総
合
体
育
館
に
て
、

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学

は
、１
回
戦
で
中
四
国
地
区
代
表
の
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
と
対
戦
し

健
闘
し
ま
し
た
が
、惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
日
本
大
会
を
も
っ
て
4
年
次
生
は
引
退
と
い
う
こ
と

で
、
一
言
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
全
日
本
大
会
に
出
場
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
終

え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
保

護
者
の
方
々
や
男
子
部
員
の
皆
さ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
多

く
の
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

日
々
の
稽
古
で
は
、
私
の
指
揮
で
頼
り
な
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
稽
古
を
行
い
、
工
夫
し
な

が
ら
自
分
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
現
在
に
至
る
ま
で

に
は
困
難
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員
一
同
充
実
し
た
活
動
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。

　

岩
本
師
範
を
は
じ
め
、
地
域
の
剣
道
連
盟
の
先
生
方
や
O
B
の
先

輩
方
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
こ

と
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
多
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
試
合
前
日
に
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
藤
本
さ
ん
か
ら
選

手
全
員
に
お
そ
ろ
い
の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
皆

は
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

剣
道
部
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
、
み
ん
な

で
一
致
団
結
し
て
試
合
を
行
っ
て
き
た
経

験
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
生
活
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
新
体
制
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
が
、
自
分
の
目
標
を
し
っ
か

り
持
ち
つ
つ
、
今
し
か
で
き
な
い
経
験
を

た
く
さ
ん
積
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
大
会
等
で
皆
さ
ん
の
活
躍

や
良
い
報
告
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
関
西
福
祉
大
学
剣
道
部
へ

の
ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
岡 

詩
織　
社
会
福
祉
学
部
／ 

4
年 

（
岡
山
県 

津
山
東
高
等
学
校
出
身
）

　

剣
道
部
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
回
の
全
日
本
出
場
に
あ
た
り
、
私

た
ち
の
活
動
を
見
守
り
支
え
て
下
さ
っ
た
関
西
福
祉
大
学
の
岸
井
学

長
以
下
、
教
職
員
の
皆
様
、
赤
穂
剣
道
連
盟
の
先
生
方
及
び
剣
道
部

O
B
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆

様
に
は
、
こ
の
間
い
つ
も
温
か
く
選
手
を
支
え
、
励
ま
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

剣
道
部 

顧
問 

服
部 

伸
一

　

今
回
の
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
出
場
に
あ
た
り
、
教

育
後
援
会
、
教
職
員
親
睦
会
、
校
友
会
、
教
職
員
有
志
の
方
々
か

ら
援
助
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
助
力
を
得
て
昨
年

と
同
様
男
子
も
含
め
て
剣
道
部
員
全
員
で
大
会
に
参
加
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

対 聖カタリナ大学
 （0 - 0 代表戦負け）

先鋒 駒井由衣子 （  - ） 宮川  
次峰 田村未紀 （  - ） 鎌倉 
中堅 松岡詩織 （  - ） 恩田 
副将 荒砂文野香 （  - ） 荒木 
大将 加藤沙紀 （  - ） 見浦 
代表戦 松岡詩織 （  -メ） 見浦 
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第13回テ
ー
マ

「
１
、・
・
・
３
、ダ
ー
！！

　
　
　
　

２
す
ら
忘
れ
る
楽
し
い
汐
風  

本
気
で
す
か
ー
！！
」

「
大
福
。」

〜
コ
ミ
ア
ワ
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
〜

月　　日 対　　　　戦 球　　　　場
  9/  7（月）関西福祉大学15-0神戸大学海事科学部 三木球場
  9/  8 (火) 関西福祉大学25-3神戸大学海事科学部 三木球場
  9/13（日）関西福祉大学9-2摂南大学 大阪電気通信大学 グラウンド
  9/21 (月) 関西福祉大学15-8摂南大学 大阪電気通信大学 グラウンド
  9/25（金）関西福祉大学7-6兵庫大学 三木球場
  9/26（土）関西福祉大学9-5兵庫大学 三木球場
10/  4（日）関西福祉大学6-4大阪電気通信大学 大阪電気通信大学 グラウンド
10/  5（月）関西福祉大学5-6大阪電気通信大学 寝屋川球場
10/11（日）関西福祉大学3-2大阪経済法科大学 高槻荻谷球場
10/12（月）関西福祉大学6-10大阪経済法科大学 高槻荻谷球場

10試合・8勝・
2敗・0分 24ポ

イント

　硬式野球部が、阪神大学野球連盟3部リーグ秋季大会にて優勝を飾りまし
た。3部リーグ優勝は、2007年春季大会以来2年ぶりの快挙となります。
10月27日・29日・30日のリーグ入替戦では、流通科学大学との接戦の末、
惜しくも2部リーグへの昇格を逃しましたが、春季大会へ向けて、一人ひとり
の心に強い目標が掲げられました。硬式野球部のさらなる活躍を期待してい
ます。

渡邊　俊明 ／社会福祉学部3年（徳島県 徳島北高等学校出身）
　私たち硬式野球部は、今年度秋季リーグ戦にて念願の3部優勝を果たしまし
た。2部昇格をかけた流通科学大学との入替戦では、惜しくも昇格を逃したもの
の、部員一同が一つとなり精一杯試合に望むことができました。2部昇格への目
標を達成することはできませんでしたが、今大会で3部優勝を勝ち取ったことに
自信をもち、入替戦で負けてしまった悔しさを忘れることなく、これからも日々
練習を積み重ねていきますので、今後とも皆様の応援をよろしくお願い致します。

主将から一言主将から一言

　

10
月
23
日（
金
）の
前
夜
祭
に
始
ま
り
、
24
日（
土
）、
25
日

（
日
）の
3
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
13
回
目
の
汐
風

祭
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る
う
中
、
感
染
防

止
の
対
策
を
考
慮
し
つ
つ
今
年
も
無
事
、
盛
会
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
１
、・
・
・
３
、
ダ
ー
！！
２
す
ら
忘
れ
る
楽
し
い
汐
風  

本
気
で
す
か
ー
！！
」と
い
う
テ
ー
マ
に
は
、
多
く
の
方
に
２
を
忘
れ
る
ほ
ど
汐

風
祭
を
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
今
回
は
史
上
初
と
な
る
6
組
の
タ
レ
ン
ト
ゲ
ス
ト
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
毎
年
恒
例
の
模
擬
店
を
は
じ
め
、動
物
園
に
は
珍
客
と
し
て
タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ（
蜘
蛛
）や
蛇（
！
）、

ポ
ニ
ー
、
ひ
よ
こ
、
山
羊
が
登
場
。
そ
し
て
、
お
化
け
屋
敷
は
当
日
整
理
券
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
普
段
と
は
違
っ
た
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
屋
内
の
も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
に
は

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
お
面
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
色
を
塗
っ
た
り
、
折
り
紙
で
動

物
を
作
っ
た
り
と
作
業
に
熱
中
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
主
催
の「
し
お
さ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」も
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
両
日
と
も
満
員
御
礼
で
し
た
。

　

大
学
関
連
事
業
と
し
て
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
校
友
会
総
会
、
市
民
福
祉
大
学
講
座
、
教
育

懇
談
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
市
内
施
設
か
ら
展
示
物
の
出
品
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
参
加
な
ど
、地
域
の
皆
様
か
ら
も
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

汐
風
祭
最
終
日
に
は
、大
学
祭
実
行
委
員
全
員
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
み
、今
年
の
汐
風
祭

も
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
来
年
も
、皆
の
協
力
を
も
っ
て
汐
風
祭
を
成
功
へ
！

　

2
年
次
の
溝
端
ゼ
ミ
で
は
、﹁
地
産
地
消
﹂
を
軸
に
す
え
た
高
齢
農

家
支
援
活
動
と
花
岳
寺
通
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
今
年
で

4
年
目
を
迎
え
ま
す
。
先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
た
地
域
と
の
信
頼
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
に
、
今
年
度
は
﹁
赤
穂
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
商
人

会
﹂
か
ら
助
成
を
受
け
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
学
生
の
店
﹁
大
福
。﹂

の
運
営
と
、
7
月
か
ら
月
1
回
の
﹁
花
岳
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
七
十
数
年
続
い
て
き
た

﹁
土
曜
夜
店
﹂
の
企
画
や
、
ス
イ
カ
・
大
根
・
ミ
カ
ン
農
家
の
支
援
活

動
な
ど
、
新
し
い
地
層
形
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
﹁
自
分
た
ち
が
主
体
に

な
っ
て
動
く
こ
と
の
難
し
さ
と
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
る

多
く
の
人
々
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
﹂︵
松
下
貴
文
さ
ん
︶、

﹁
商
店
街
の
方
々
や
農
家
の
方
々
と
つ
な
が
っ
て
い
く
楽
し
さ
や
、
み

ん
な
で
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
﹂(

古
林
真
由
子
さ
ん
︶
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
﹁
第
4
回
花
岳
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹂
で
は
、
サ
ン
テ
レ
ビ
﹁
西
播
磨
発
サ
タ
デ
ー
9
﹂
の
取
材

を
受
け
、
そ
の
様
子
は
11
月
7
日
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

硬式野球部
阪神大学野球連盟3部リーグ秋季大会優勝！！

In
ter

view

2年 古林 真由子
兵庫県

赤穂高等学校出身

In
ter

view

2年 松下 貴文
岡山県

邑久高等学校出身
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※ 

学
生
食
堂
フ
ェ
ア
ー
は
、

　

一
般
の
皆
様
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
。  

教
育
後
援
会
長
あ
い
さ
つ

プログラム

※予定については変更の可能性あり

　

11
月
24
日
（
火
）〜
27
日
（
金
）、
学
生
食
堂

に
て
『
地
産
地
消
（
赤
穂
特
産
）フ
ェ
ア
ー
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
ー
で
は
、
地
元
農
家
か
ら
提
供

さ
れ
た
赤
穂
産
の
獲
れ
た
て
季
節
野
菜
等
で

食
堂
メ
ニ
ュ
ー
を
構
成
し
、
1
日
限
定
50
食
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
、
地
産
地
消
フ
ェ

ア
ー
第
２
弾
と
し
て
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
登

場
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

産
地
消
ェ
ア

ー

フ

赤穂特産

地

1 トンド地区及びマラテ地区の就学支援・児童養護施設でのボランティア活動
2 フィリピンの福祉・看護事情についての研修
　○フィリピンのHealth Workersの事情についての研修
　○Kanlungan sa Er-Ma Ministory,Incの活動についての研修
　○Konkokyo Peace Activity Information Offi  ceの活動についての研修

3 TRACE COLLEGE(ラグーナ州)での同世代学生との異文化交流
4 マニラ市内観光(イントラムロス・アヤラ歴史博物館等)
　現地コーディネーター: 穴田久美子氏（現地通訳・ガイド）
　宿泊: マニラパビリオンホテル及びTRACE COLLEGE（予定）

　

10
月
24
日
（
土
）、汐
風
祭
と
同
時
開
催
に
て
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
社
会
福
祉
学
部
11
時
〜
12
時
10
分
、看
護
学
部

11
時
20
分
〜
12
時
30
分
）小
林
会
長
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
あ
い
さ
つ
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
後
援
会
長　

小
林 

且
幸 

　

本
日
は
、
何
か
と
お
忙
し
い
な
か
、
教
育
懇
談
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
は
、
私
た
ち
関
西
福
祉
大
学
の

学
生
の
保
護
者
と
大
学
お
よ
び
大
学
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
よ
り
よ
い
信
頼

関
係
を
築
き
、連
携
し
て
い
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
関
西
福
祉
大
学
も
開
学
か
ら
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
看
護
学
部

も
全
年
次
が
そ
ろ
い
、
2
学
部
体
制
の
下
で
本
会
も
今
ま
で
以
上
に
大
学
と

連
携
、協
力
し
な
が
ら
、学
生
た
ち
が
熱
心
に
勉
強
し
、ま
た
、ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
的
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
本
会
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
4
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
総
会
に
お
き
ま
し
て
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
、
本
年
度
事
業
（
案
）に
基
づ
い
て
、
本
年
度
前
半
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
主
な
事
業
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
簡
単
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
会
報
「
汐
風
通
信
」の

36
号
を
6
月
30
日
に
発
行
、
37
号
を
10
月
15

日
に
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
振

興
へ
の
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
演
習
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア
ワ
ー
助
成
費
か
ら
、
各
ゼ

ミ
ク
ラ
ス
へ
の
助
成
や
、
課
外
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
課
外
活
動
助
成
費
か
ら

の
各
サ
ー
ク
ル
へ
の
活
動
援
助
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
汐
風
通
信
37
号
で
も
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
剣
道
部
女
子
が
2
年

ぶ
り
の
全
国
大
会
出
場
と
い
う
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
教
育
後
援

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
前
回
の
剣
道
部
男
子
出
場
の
際
と
同
様
、
激
励
の
た

め
の
壮
行
金
を
贈
呈
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
18
名
の

参
加
者
が
あ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
視
察
研
修
旅
行
に
は
、
海
外
研
修
助
成
費

よ
り
助
成
金
を
贈
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
大
変
有
意
義
な
体
験
は
、

今
後
の
学
生
生
活
を
一
層
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
福
利
厚
生
面
で
は
、
看
護
学
部
棟

学
習
室
の
パ
ソ
コ
ン
増
設
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
後
半
期
に
つ
き
ま
し
て
も
、
継
続
事
業
と
し
て
の
図
書
館
資
料
の

購
入
の
た
め
の
援
助
や
、
前
期
か
ら
引
き
続
き
、
学
生
が
安
心
・
安
定
し
た
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
学
習
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
は
じ
め
と
す
る

活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
学
生
の
要
望
や
、
大
学
が
計
画
し
て
い
る
環
境
整

備
な
ど
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
大
学
公
開
講
演
会
へ
の
支

援
や
、
こ
の
他
、
後
期
の
大
き
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
図
書
館
の
パ
ソ
コ

ン
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
情
報
処
理
室
等
の
パ
ソ
コ
ン
同
様
、
L
A
N
配

線
を
整
備
し
、
あ
ら
た
に
貸
出
用
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
学
生
の
皆
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
社
会
情
勢
に
よ
り
、
経
済
的
な
事
情
で
、
学
業
継
続
が

非
常
に
困
難
な
状
況
が
生
じ
た
ご
家
庭
に
は
緊
急
奨
学
金
制
度
へ
の
申
請
が

あ
れ
ば
、
厳
正
な
審
査
の
う
え
、
本
会
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
本
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
、
大
学
側
か
ら
学
部
の
教
育
に
か
か
わ
る
考
え
方
や
、
教
務
・
学

生
生
活
関
係
ほ
か
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、

説
明
後
の
質
疑
応
答
の
部
分
で
は
、積
極
的
な
質
問
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、本
日
、明
日
の
2
日
間
は
、大
学
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、学

生
た
ち
が
計
画
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
懇
談
会
の
後
は
、お
時
間
が
許
す
限
り
、ぜ
ひ
、ご
見
学
、ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
7
日
（
月
）に
は
、
教
育

後
援
会
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
『
回
転
ず
し
フ
ェ
ア
ー
』が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
食
堂
メ
ニ
ュ
ー

で
、学
生
食
堂
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　

今
後
も
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

回
転
ず
し
ェ
ア

ー

フ

教

育

懇

談

会

 
平
成
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年
度 
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●お問い合わせは　関西福祉大学　入試センター
Tel.0791-46-2500㈹  Fax.0791-46-2526  E-mail:kusw-info@kusw.ac.jp

平成22年度入学試験に合格した入学志願者の兄弟姉妹が、次の1または2の何れかに該当して
いるとき、入学後入学者本人の申請に基づき、入学金の2分の1相当額を奨学金として給付します。

入試区分

項目
前期日程 後期日程

募 集 人 員 社会福祉専攻 8名 ／ 子ども福祉専攻 2名 社会福祉専攻 4名 ／ 子ども福祉専攻 1名

出 願 期 間 平成22年1月4日（月）～1月27日（水）消印有効 平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 個別試験なし

試 験 科 目 等 必須科目：外国語
選択科目：（国語、地理歴史、公民、数学、理科）から2科目選択

選択科目：（外国語、国語、地理歴史、公民、数学、理科）から2
科目選択

試 験 会 場 ー

合 格 発 表 平成22年2月13日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間 〈1次〉平成22年2月15日（月）～2月22日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効 平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

平成22年度

社会福祉学部　社会福祉学科

入試区分
項目

社会人選抜Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻 若干名 ／ 子ども福祉専攻 若干名

出 願 期 間 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成22年2月19日（金）

入学手続期間 〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■一般入試

■大学入試センター試験利用入試

看護学部　看護学科

■社会人特別選抜入試
入試区分

項目
Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 若干名

出 願 期 間 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成22年2月19日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

入試概要

入試区分

項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程
募 集 人 員 25名 3名

出 願 期 間
【郵送による出願】  平成22年1月4日（月）～1月21日（木）消印有効
 【窓口受付】　    平成22年1月22日（金）　10：00～17：00（本学）

平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 平成22年1月27日（水） 平成22年1月29日（金） 平成22年3月5日（金）

試 験 科 目 等 英語・国語から1科目、数学・生物から1科目　計2科目選択 英語、国語、数学から2科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・神戸・岡山・福山・高松 本学・東京・京都・大阪・神戸・岡山・広島・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成22年2月6日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月8日（月）～2月19日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

■一般入試

入試区分

項目
Ⅱ期

募 集 人 員 5名

出 願 期 間 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成22年2月19日（金）

入学手続期間 〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■3年次編入学一般入試

■入試日程・内容等は変更する場合があります。「平成22年度学生募集要項」で必ず確認してください。
■3年次編入学試験の詳細については「平成22年度3年次編入学用学生募集要項」でご確認ください。
■社会人特別選抜入学試験の詳細については「平成22年度社会人特別選抜用学生募集要項」でご確認ください。

C
a
m
p
u
s
 
in
f
o
r
m
a
t
io

n

兄弟姉妹特別奨学金制度（平成22年度新設）

入試区分

項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程
募 集 人 員 社会福祉専攻 30名 ／ 子ども福祉専攻 7名 社会福祉専攻 6名 ／ 子ども福祉専攻 2名

出 願 期 間
【郵送による出願】   平成22年1月4日（月）～1月21日（木）消印有効
 【窓口受付】　    平成22年1月22日（金）　10：00～17：00（本学）

平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 平成22年1月27日（水） 平成22年1月29日（金） 平成22年3月5日（金）

試 験 科 目 等 英語、国語、数学、世界史、日本史から2科目選択 英語、国語、数学から1科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・神戸・岡山・福山・高松 本学・東京・京都・大阪・神戸・岡山・広島・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成22年2月6日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月8日（月）～2月19日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

■社会人特別選抜入試

入試区分

項目
前期日程 後期日程

募 集 人 員 5名 2名

出 願 期 間 平成22年1月4日（月）～1月27日（水）消印有効 平成22年2月8日（月）～3月1日（月）消印有効

試 験 日 個別試験なし

試 験 科 目 等 　　　　　　　　　　必須科目：外国語（英語）
　　　　　　　　　　選択科目： （国語、数学、理科）から2科目選択

試 験 会 場 ー

合 格 発 表 平成22年2月13日（土） 平成22年3月12日（金）

入学手続期間 〈1次〉平成22年2月15日（月）～2月22日（月）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効 平成22年3月12日（金）～3月24日（水）消印有効

■大学入試センター試験利用入試

入試区分

項目
Ⅱ期

募 集 人 員 5名

出 願 期 間 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等 専門科目・小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成22年2月19日（金）

入学手続期間
〈1次〉平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効
〈2次〉平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■3年次編入学一般入試

入試区分

項目
Ⅱ期

募 集 人 員 10名（Ⅰ期を含む）

出 願 期 間 平成22年1月25日（月）～2月8日（月）消印有効

試 験 日 平成22年2月13日（土）

試 験 科 目 等
一般入学試験:英語・専門科目・面接[研究計画書参考]　
社会人入学試験:小論文・面接[研究計画書参考]　

外国人留学生入学試験:専門科目・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成22年2月19日（金）

入学手続期間
<1次>平成22年2月19日（金）～2月26日（金）消印有効

<2次>平成22年3月1日（月）～3月24日（水）消印有効

■大学院　社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程

●開　　　学…平成9年（1997年）4月
●開設（大学院）…平成21年（2009年）4月
●学部・学科…社会福祉学部・社会福祉学科
　　　　　　　  　社会福祉専攻　子ども福祉専攻
　　　　　　　看護学部・看護学科
●大　学　院…社会福祉学研究科
●学　　　長…岸井 勇雄

●教　員　数……………………専任

●職　員　数…………………… 50名

●学　生　数……………………

●教員一人あたりの学生数……

●卒 業 生 数 ……………………累計 2,414名
●社会福祉士合格者数………… 9期累計 860名
●精神保健福祉士合格者数…… 9期累計 167名
●敷　　　地…………………… 59,674 ㎡
●延　　　床…………………… 19,745 ㎡

ひとくちメモ

平成21年12月1日現在

｛ 社会福祉学部　41名
看護学部　　　31名
社会福祉学研究科　（16名）

社会福祉学部 945名
看護学部 369名
社会福祉学研究科      6名

社会福祉学部 23名
看護学部 12名

（助手を含む）

1. 関西金光学園の設置する学校(関西福祉大学<大学院含む>・金光藤蔭高等学校、金光大阪中学
校・高等学校、金光八尾中学校・高等学校)に在籍(平成22年3月卒業予定含む)している。

2 .関西金光学園の設置している学校の平成22年度入学試験を兄弟姉妹2名以上で受験し、合格後2
名以上が同時に入学する。 編

集
後
記

　

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
台
風
や
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
が
大
き

く
、
本
当
に
衝
撃
的
な
1
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
今
年
も
年
末
…
そ
し
て
新
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
て
、
振
り
返
る

と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
目
立
つ
よ
う
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
ど
の
よ
う
な
1
年
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
2
0
1
0
年
に
む

け
て
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
年
を
越

し
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
願
い
ま
す
☆
そ
し
て

自
分
自
身
も
元
気
で
楽
し
い
新
年

が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
ず
は
風
邪

に
注
意
を
し
て
過
ご
し
た
い
で
す
。

（
Ｈ
）

　

最
近
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で

見
か
け
る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
我
が
家
で
は
こ
の
時
期
就
寝

時
に
湯
た
ん
ぽ
が
大
活
躍
し
ま
す
。

最
初
は
本
当
に
温
か
い
の
か
疑
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
使
っ
て
み

る
と
、
と
て
も
温
か
く
て
朝
ま
で
快

適
で
す

（＾ｏ＾）
今
年
は
こ
れ
で
乗
り
切

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
省
エ
ネ
と
騒
が

れ
る
近
年
、
身
近
に
あ
る
物
を
利
用

し
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
な
ぁ
と
感

じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。（
S
）

　

2
0
0
9
年
の
漢
字
は
『
新
』

だ
そ
う
で
す
。
毎
年
「
な
る
ほ
ど

〜
」と
わ
り
に
素
直
に
感
心
さ
せ
ら

れ
て
い
た
”今
年
の
漢
字“
で
す
が
、

2
0
0
9
年
は
何
か
腑
に
落
ち
な

い
か
ん
じ
で
す
。
確
か
に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
内
閣
の
発
足
な

ど
そ
う
だ
っ
た
な
あ
と
思
う
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。が
、な
ん
と
な
く『
新
』

と
い
う
字
に
は
、
期
待
や
希
望
、
未

来
へ
の
一
歩
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
て
。
今
年
が
そ
う
だ
っ
た
と
言

い
が
た
い
の
は
…
私
が
『
旧
』だ
か

ら
だ
ろ
う
か
…
。
新
（
あ
ら
た
）し

き
年
の
は
じ
め
を
目
前
に
暮
れ
ゆ

く
今
年
に
合
掌
。（
O
）

学
術
講
演
会
報
告

京都ノートルダム女子大学准教授
三好　明夫 氏

　

今
夏
の
台
風
9
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日
も
早
く

従
前
の
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
学
内
掲
示
等
に
て
、本
学
学

生
を
対
象
と
し
た
被
災
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
床
上
浸
水
５
件
、
床
下
浸
水
1
件
の
被
災

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
被
災
さ
れ
た
ご
家
庭
に
は
、
大
学
、
教
育
後
援

会
、
大
学
教
職
員
親
睦
会
よ
り
見
舞
金
を
お
贈
り
い
た

し
ま
し
た
。

被
災
状
況
調
査
報
告

　

社
会
福
祉
学
部
の
中
村 

剛
講
師
は
、
日
本
福

祉
図
書
文
献
学
会
の
学
会
賞
（
学
術
賞
）
を
受
賞

し
、
9
月
19
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本

福
祉
図
書
文
献
学
会
第
12
回
全
国
大
会
に
お
い

て
、
学
術
賞
受
賞
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

　

地
域
社
会
福
祉
政
策
研
究

所
で
は
、「
介
護
す
る
心
と
介

護
さ
れ
る
心
」を
テ
ー
マ
に
、

京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大

学
准
教
授 

三
好
明
夫
氏
を
お

招
き
し
、
学
術
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

12
月
2
日（
水
）16
時
20
分

〜
17
時
50
分
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル 

に
て
開
催
さ
れ
た
講

演
会
に
は
、
学
生
、一
般
来
場

者
、
教
職
員
が
大
勢
聴
講
し
、

大
変
有
意
義
な
講
演
会
で
あ

り
ま
し
た
。

Congratulations. 

日
本
福
祉
図
書
文
献
学
会

学
会
賞
（
学
術
賞
）受
賞
！！

社
会
福
祉
学
部

　
　
　
　

中
村　

剛 

講
師

910


